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ナスの開花順序及び花芽の形成過程に及ぼす遮光の影響

石田 薫*

(昭和5少年8月1013受理)

EFFECTS OF SHADING ON FLOWERING ORDER AND FORMATION 

PROCESS OF FLOWER BUDS IN EGGPLANT 

Kaoru ISHIDA 

Abotraet 

This experiment was carried out to investigate the effects of shading on the flowering order and 

formation procese of flower buds in eggplants. 

1. Strong shading caused a delay in opening of the 1st flower on lateral shoot. 

2. Strong shading cau~d either inhibition of the 1st flower bud formation on lateral shoot or a delay 

in development of the 2nd flower bud on main stem. 

緒雷

筆者は，先iζナスの開花順序，3)及び花芽の形成順序の

について報告したが，乙れらの習性に対する環境条件の

影響については明らかにしなかゥた。

そ乙で，乙れらの習性と環境条件との関係について検

討したと乙ろ，開花初期の開花順序は日長によって影響

されず，また栽植密度による影響も認められなかったの。

しかし，遮光の影響については興味ある結果が得られた

ので報告する。

実験方法

2つの実験を行ったが，供試品種はいずれの実験にお

いても千両2号であった。

実験1 1983年8月11日に播種し，子葉が完全に腿開

し，本葉出葉前の苗を，ピニJレ・ハウスに定植した。う

ね幅130cm，株間50cmとして，うねの中央!<::1条に植

えた。整枝は3本仕立てとした。

処理区は 1枚の白または黒の寒冷しゃで被覆した2遮

光区と，対照区(無被覆〉との3処理区を設けた。寒冷

しゃの被覆は定植後直ちに行った。各区の調査個体数は

5個体で，開花後毎日， 11時iζ各花の開花を調査した。

実験2 実験は実験lと同様，ビニJレ・ハウスで行っ

た。 1983年10月7日1<::，長さ47cm，，面33cm，深さ10cm

のプラスチック製の播種箱IC，条間7cm，株間3cmと

して，播種した。

処理区は，実験1と同様，光の強さを異にする処理区

を設けた。寒冷しゃの被覆は発芽後直ちに行った。

主茎の l番花の花芽分化時に調査を開始し，以後7日

おきに，各区5個体を掘り取って，花芽の分化及び発育

*附属農場

程度を追跡調査した。 ζれらの調査は剥皮法iとより，立

体顕微舗を用いて行った。

結果および考察

実験1 開花噸序に及ぼす光の強さの影響

SPI-5型光種地照度計(東芝製)を用いて， 11月

11日午前11時40分K測定した晴天時の水平面照度は，対

照区 白寒冷しゃ被覆区及び黒寒冷しゃ被覆区ではそれ

ぞれ屋外照度の53%，37%及び27%であった。

各区の開花順序は Fig.1!<::示した。対照区では

Fig.2 IC示したような順序，すなわち主茎上のある花

(Mi)が開花した後，その花の上位花 (M2)が開花

し，続いて Ml直下の側枝の 1番花 Llが開花する

という順序を練返しながら，主枝及び側枝とも順次開花

した。白寒冷しゃ被覆区でも同様の順序で開花した。乙

れら両区の開花順序は，既報ののそれと同じであった。

しかし，黒寒冷しゃ被覆区では，日射が強い時期lζ開花

した花は他の2区と同じ順序で開花したが，日射が弱く

なってから開花したごく一部の花IC，開花順序の乱れが

生じた。すなわち， L1の開花は他の2区におけるより遅

れ，M2花の上位花の開花と同時か，またはそれの開花

後であった。

乙のような現象は，黒寒冷しゃ被覆区の5個体中4個

体K認められた。しかし，開花順序の乱れた花は Fig.

1 1<::0印で示したように個体iζ開花した全花数の中

のごく一部の花で認められたに過ぎなかった。

本実験は弱光期で，しかも古ピニルを用いた光の透過

率の悪いハウス内で行ったため光条件がきわめて悪かっ

fどにもかかわらず，開花順序の乱れは，黒寒冷しゃ被覆

区の，日射が弱くなってから開花したごく一部の花で認
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Schematic representation of flowering time 
of each flower in eggplants as affected by 
shading with black cheescloth. 
See Fig.1 for detail. 

は，対照区，白寒冷しゃ被覆区及び黒寒冷しゃ被覆区で

はそれぞれ屋外での照度の.s2~彰 33% 及び27~杉であった。

主茎の 1番花 (Ml) ， 2番花 (M2)及び主茎の 1

番花直下の側枝の 1番花 (Ll)の各花芽の発育経過を

Table 1 ，ζ示した。対照区の花芽の発育経過をみると，
すでに報告されている 8)ように，尊片形成から始まって，

花弁，雄ずい，雌ずいの順に分化，形成された。

ついで，対照区について， M1の花芽の発育経過を，

M2及び、Llの各花芽の発育経過と関連づけてみると，

Mlの花芽の雌ずい形成後， Mzの花芽では尊片が形成

され，ついでいの花芽の尊片が形成された。白寒冷しゃ

被覆区の各花芽も，対照区と同様の発育経過を示した。

花芽がM!，M2， Llの順に形成される乙とは前報の

の結果と一致するし，また斉藤7)及び米田 9)らの結果と

も符合する。

しかし， Ml， M2及び:Llの各花芽の発育経過を，

相互に関連づけて観察した報告は少なく，しかも，それ

らの結果は研究者によって異なり，いずれも本実験結果

と一致しなかった。すなわち 江口めは頂花芽が花弁を

形成して間もなく. 9節位l乙服花芽が形成される(尊片

Fig.3 
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of each flower of egg_ 
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1 andll: shading with black and white cheesecloth. 
respectively. 

o : a disordered flower of flowering order. 
• : flower of opening with regular order. 
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Fig.2 Flowering order with regularity. 
• : flower of opening with regular order. 

められたに過ぎなかった。乙の乙とは，ナスの開花順序

は，一般に光の強さの影響をきわめて受けにくい乙とを

示唆するものであろう。

実験2 光の強さが花芽の発育経過に及ぼす影嘗

実験1で認められた，遮光によって開花順序が乱れる

原因を明らかにするために実験を行った。

11月25日午前11時30分に測定した晴天時の水平面照度
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Effects of shading on development of flower buds in eggplants. Table 1. 

Treatment嶋2

L-1 M-2 M-1 L-1 M-2 M-1 L-1 M-2 M-1 
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M-1 and M-2 1st and 2nd flower buds on main stem， respectively. 
L-1 1st flower bud on lateral shoot. 
s : sepal formation stage. 
p : petal formation stage. 
S : stamen formation stage. 
P : pistil formation stage. 
C : completion of formation of organs in flower bud. 
*・:non flower bud differentiation. 
内:delay of development of flower bud. 
Treatment-1 and -2 : shading with black and white 

cheesecloth respectively. 
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機iζ説明されよう。すなわち，強度の遮光条件下では光

合成が抑制されて，その合成物質の供給が不足状態のも

とで， M2花芽が側枝iζ優先して栄養分をとり乙んだた

め，側枝は栄養不足の状態となって生長が抑制され，花

芽の分化も困難な状態にあったものと考えられる。

本実験は，ナスの開花順序及び花芽の発宵経過に及ぼ

す光の強さの影轡について検討した。

1. 側枝の 1番花の開花時期は強度の遮光によって遅

延した。

2. 強度な遮光によって，側枝の1番花の花芽は分化

しなかったし，また主茎2番花の1t芽の発育が遅延した。

要摘
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が形成される乙と)とし，米国めは， Mlの花芽が雄ず

いを形成する頃，主薬1番花直下の側枝原碁が発生する

としている。乙のような相違は，試料採取時期や，環境

条件などの違いによって生じたものと考えられる。

黒寒冷しゃ被覆区で、は，花芽の分化は他の 2区より

も7日遮れ，それだけ発宵も遅れた。また，最終調査

時における各花芽の発育稜度は個体によって異なった

(TabJe 1 )。すなわち， 5個体中の 1個体では，各花

芽は他の2区同様に発宵し， Mlの花芽の雌ず、い形成期

には，M2の花芽は花弁形成期で・あり， Llの花芽は噂片

形成期であった。他の 1個体では，MIO)花芽の雌ずい

形成期には， M2及びLlの花芽はいずれも轄片形成期

で， M2の花芽の発宵が他の2区より遅れた。残りの 3

個体では，M1の花芽の雌ずい形成期比は ，M2の花芽

は他の2区同様，花弁形成期であったが， Llの花芽は

未分化であった。

乙のように，強!吏の遮光はM2の花芽の発宵を遅らせ，

またLlの花芽分化を阻害した。とくにいの花芽が未

分化の個体数が多かった乙とから，遮光はLlの花芽分

化Iζ対して強く影響するものと考えられる。乙の乙とか

ら，実験1で認められた，強度の遮光による側枝の開花

の遅れは，その花芽の分化あるいは発宵の遅れによるも

のといえよう。

さらに，強度の遮光によるLlの花芽の未分化で、あっ

た原因については，頂芽優性を「支配部と被支配部との

聞の栄養の奪い合いによるもので、あるJとした説的と同


